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厚木市の廃棄物処理施策について

環境施策の執行体制

環境農政部 ①環境政策課

②生活環境課

③農業政策課

職員数：54人
令和６年度歳出予算額： 816,594千円

令和６年度歳出予算額： 314,628千円

２ 廃棄物減量等推進審議会の所掌事務

令和６年度歳出予算額： 634,199千円

①環境事業課の実施する事業等に関する評価・点検
②生活環境課（一部）の実施する事業等に関する評価・点検
③一般廃棄物処理基本計画等の策定、計画の進行管理、見直しなどに関する意見の聴取
④新たに実施する施策に対する意見の聴取
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④環境事業課
令和６年度歳出予算額：4,309,081千円

環境審議会

廃棄物減量等推進審議会

参考：収集業務等の職員
収集業務 42人
焼却破砕業務 ４人

※ 生活環境課の一部事業
を含む（生活排水処理）

環境教育等推進協議会

里地里山保全等促進委員会

野生鳥獣等対策委員会



３ 令和６年度廃棄物処理等の施策及び予算の概要
資源やごみの収集運搬や処理に係る経費

ごみの減量化・資源化
予算額：1,666,014千円

ごみの収集運搬
予算額： 343,654千円

ごみの処理
予算額：2,299,413千円

内 訳 事業名 事業概要

①ごみ減量化・資源化推進事業費
②生ごみ処理機購入費補助金
③戸別収集モデル地区事業費
④事業系ごみ資源化事業費
⑤事業系生ごみ処理機設置補助金

など

①ＥＶごみ収集車導入事業費
②ごみ収集管理事業費
③ごみ収集車等管理事業費

など

①環境センター維持管理事業費
②環境センター維持補修事業費
③ごみ焼却灰等処理委託事業費
④資源化センター維持管理事業費
⑤資源化センター維持補修事業費

など

①資源物の適正な収集・処理を実施
②家庭用生ごみ処理機の購入者に対し、補助金を交付
③ごみ減量やごみ出し負担の軽減などが期待できるもえるごみの戸別収集
について、モデル地区を指定して実施する事業。
④事業所から排出される食品廃棄物を、焼却からの脱却を図りバイオエネ
ルギー化による資源化に取り組む。
⑤生ごみ処理機を設置する事業者に対し、設置に係る費用を補助

①ＥＶごみ収集車の運用経費
②ごみ収集における諸経費
③ごみ収集車両の維持管理経費

①②環境センターの管理・補修経費
③焼却灰等の適性処理経費。
④⑤資源化センターの管理・補修経費
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内 訳 事業名 事業概要

合併処理浄化槽の普及
予算額：79,583千円

合併処理浄化槽整備事業補助金 市街化調整区域（下水道整備区域を除く）において、単独処理浄化槽
又はくみ取り便槽から合併処理浄化槽へ転換する者に対し補助金を交付

生活排水処理に係る経費

し尿の収集運搬
予算額：93,045千円

①し尿収集運搬業務委託事業費
②し尿処理手数料徴収事務費

①家庭及び事業所から出るし尿の衛生プラントまでの運搬業務委託経費
②し尿処理手数料の賦課及び徴収事務経費

し尿の処理
予算額：85,056千円

①衛生プラント維持管理事業費
②衛生プラント維持補修事業費

衛生的なし尿処理を実施するための
①衛生プラント内の設備の機能保持と稼動等に係る経費
②衛生プラント内の設備の適正な維持補修に係る経費



４ 今後の審議会で審議いただく主な事項
１ 一般廃棄物処理基本計画の改定（見直し）について

２ 特殊建築物等設置に伴う環境保全に係る指導指針・指導指針基準の改定（見直し）について

３ ごみ減量リサイクルポスター(小中学生)及びごみ収集車イメージアップ絵画(小学生)の審査について

４ 廃棄物の減量化、資源化及び適正処理に関する条例等の改正について

令和3年度に策定した一般廃棄物処理基本計画（計画期間：令和３年度～８年度、ごみ処理基本計画・生活排水処理基本計画）の中間年
における施策の見直しを行います。

厚木市内に、ごみ焼却場その他処理施設、一般廃棄物処理施設、産業廃棄物処理施設を立地するには、「厚木市特殊建築物等設置に伴う環境
保全に係る指導指針」の基準を満たすことが必要になります。しかし、指導指針が制定された平成14年から20年が経過して廃棄物を取り巻く社会情
勢が著しく変化しているなか、現在、資源物の再生利用を促進して循環型社会の形成を目指していく必要性が生じていることから、前述した諸施設の
立地について、指導指針の見直しを行うものです。

新ごみ中間処理施設の稼働（令和７年12月）に伴い必要な措置を講じるため条例等の改正を行います。
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小中学生が夏休みに描いたポスターと絵画の審査を行います。

ごみ減量リサイクルポスター ごみ収集車イメージアップ絵画


